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ダイジェスト版 

令和元年７月 山梨県教育委員会 

◆校長は、学校教育目標の実現に向けて本ガイドライン及び市町村（組合）教育委員会が策定
した方針に則り、毎年度「学校の文化部活動に係る活動方針」を策定し、公表する。 

◆文化部顧問は、各学校における文化部活動に係る活動方針に基づき、年間の活動計画並び

に毎月の活動計画及び活動実績を作成し、校長に提出する。 

３ 合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進 

◆生徒の心身の健康管理 ◆事故防止や安全対策等の徹底 ◆体罰等の根絶  
◆バーンアウトの予防  ◆発達の個人差や成長期の心身の正しい理解 

 

４ 適切な休養日等の設定 

◆学期中は、週当たり２日以上の休養日を設ける。 
・平日は少なくとも１日、土曜日及び日曜日は少なくとも１日以上を休養日とする。 
※シーズン期（大会等前４週間）の週休日に両日活動する場合には、休養日を他の日に振り替える。

 

◆１日の活動時間は、平日では２時間程度、学校の休業日は３時間程度とする。 
◆長期休業中は、学期中の休業日の設定に準じた扱いを行う。 

６ 生徒のニーズを踏まえた環境の整備 

◆文化部活動は、芸術文化、生活文化、自然科学、社会科学、ボラン 
ティア、趣味等の活動と多様性があるため、校長は、生徒が参加しや 
すいようなレベルやニーズに応じた活動を行う文化部を設置する。 
◆単一の学校で特定分野の部活動が設置できない場合、合同部活動 

等の取組を推進する。 

５ 学校単位で参加する大会等の見直し 

◆文化部活動が地域、学校等に応じて最適な形で実施されるよう本ガイド
ラインを策定する。   

◆文化部活動を「運動部以外の全ての部活動」とする。 

◆校長は、生徒の教育的意義、生徒や文化部活動指導者、保護者の負担が過度とならないこと
を考慮して、参加する大会等を精査する。 

冊子版は下記のサイトからダウンロードできます。 
http://www.pref.yamanashi.jp/gimukyo/index.html 
 

１ ガイドライン策定の趣旨等 

２ 適切な運営のための体制整備 


